


























































































































5～400 150～200 不定形板状または薄片状 粒径範囲が広い．水に分散させたとき，微細粒子が観察される．
イライト d=0.1 ～ 2μmt=d/10 60～100 10～40
不定形板状または薄片状
不整六角板状






スメクタイト 1 ～ 7




アタパルジャイト 0.5 ～ 1.2
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図-9　活性度と塩化ナトリウム（NaCl）濃度の関係
